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EX STAGE 08","荘厳なる大海の幼帝

話者 台詞 / ト書き
■イベント会場

イオン おー、公園にたくさんのお魚が。
コンニャクウオにラブカまでいますよ、
ユーザーさんっ。

キョータロー ＡＲ展『北海の深海生物』……か。
レイヤードを使って街中を博物館に
するなんて、シャティル社もすげーな。

キョータロー にしても、向こうから言われた
集合場所、ここで合ってるんだよな？

イオン はい。間違いありません。
宮下公園の展示会場に来てほしいと
依頼メールにはありました。

キョータロー マスコミもたくさん来てるぞ。
こんなとこでステージするのか……？

アデリア さすがにそんなことはしませんよ！
今日はあくまで発表会ですので。
騒々しくしたら怒られちゃいます。

イオン おー、アデリア。
発表会ということは、
新しいプラナ・カハーニーの？

アデリア そうなんです。みなさんには、
そのデビューに立ち会ってほしくて、
こうして招待させてもらいました。

アデリア 対戦相手を目に焼き付けたあとは、
特別展を楽しんでいってほしいと
ウチの上司が言ってましたよ。

キョータロー つーことは、お披露目されるのが
次の相手ってわけか。
どんなＡＣＴか楽しみだな！

イオン はい、しっかり観察しましょう。
ですが、シャティル社はなぜ、
わたし達が有利になるようなことを？

アデリア たまには、お互いに手の内を晒した
フェアな戦いをしてもいいだろうって
企画なんだそうです。

アデリア でも、提案した室長のことだから、
裏があるのかもなぁ……。

イオン ふむ？
アデリア、何か言いました？
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アデリア あ、いえ！　なんでもないです！
それよりほら、今日の主役が
いよいよ登場しますよ！

ミヤコ 渋谷の街角を深海そのものに変える、
レイヤードを用いた一大イベントが
いよいよ開催となります。

ミヤコ そのナビゲーターを務めるのが、
シャティルが誇るプラナ・カハーニー、
荘厳なる大海の幼帝、モーリェです！

モーリェ 私は海の底を統べし海帝モーリェ。
偉大で誇り高き竜王の娘である。
我が前に、まつろわぬ海はない。

イオン おー、
あのかたが対戦相手……。
なんだか神秘的なＡＣＴですね。

キョータロー あのACTの名前、聞いたことないな。
プラナ・カハーニーって有名な伝説や
民話が元になってるんじゃないのか？

イムラン その通り！
でも、確かにモーリェってキャラは、
日本じゃ知名度が低いかもね。

イムラン でも、北欧……特にロシアでは
有名な民話のキャラクターだよ。
まぁ、脇役ではあるんだけどね。

キョータロー 出たな、連絡係。
てか、脇役なのかよあいつ。
とてもそうは見えない雰囲気だぞ？

イムラン それはそうさ。彼女は父である
海を統べる竜王が死んだあと、
その跡を継いだ新たな皇帝だ。

イムラン すべての水、すべての水中生物を
治める、強大な絶対君主！
それがあのモーリェってわけ。

イオン おお、それは強そうです。
でも、そんな力があるのなら、
なぜ脇役に甘んじているのでしょう？

イムラン ああ、本来の彼女は皇帝じゃなく、
あくまで竜王の娘ってだけの存在さ。
出てくるシーンもほんのすこし。

イムラン でも、それじゃつまらないだろ？。
だからプラナ・カハーニーに選んで、
彼女に皇帝を継がせてみたんだ。

イムラン 数百年の時を超えて、ただの脇役が
最強の存在として君臨する……
すっごく痛快でおもしろいでしょ！

キョータロー 日の目を見なかったやつが
華々しくデビューするってのは、
確かにグッと来るかもな。

アデリア ですよねですよね！
どんなキャラにも表舞台に立つ
権利はあるってことですよ！

アデリア そういう意味でも、モーリェは
プラナ・カハーニーを代表する
キャラの１体だなって思います！
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イムラン ふむ……そこまで言うなら、
もっともっと目立たせてあげよう。

アデリア へっ？

イムラン はーい、記者さんたちご注目ー！
今からモーリェを使っての
スペシャルステージ開催でーす！

アデリア ええーっ！？　そんないきなり！？
ここではお披露目するだけって……！

イムラン いやだって……こんなにいっぱい
メディアの人来てるし。
もったいないかなーって。

若い記者 オルタナステージまでやるのか！
シャティル社のACTの実力、
余すところなく記事にしないと！

イムラン ほら、お客さんは乗り気だよー？
モーリェを真の主役にするためにも、
ここは頑張ってほしいなー？

アデリア うぅ……わかりました……！
モーリェ、ステージ準備よ！
やるからには勝とうね！

モーリェ 不愉快な淀みだ。
私に託すがいい。

アデリア この感じ、なんだかデジャヴが……
不愉快なのは謝るけど、
アタシの指示はちゃんと聞いてー！

キョータロー ま、また揉めてるぞ。
あいつ、王様キャラとは
相性悪いのかもな……

キョータロー ……にしても、いきなりステージとは
向こうもやってくれるじゃねーか。
【ユーザー名】、いけるか？

イオン 当然ですよキョータロー。
真の英雄はいつだってどこだって、
戦う準備ができているものです。

イオン ユーザーさん、予想外の戦いでも、
わたし達なら問題ありません。
いつもどおり、がんばりましょう！
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話者 台詞 / ト書き
//モーリェとのバトル

アデリア モーリェ、頑張ろうね！
せっかくのあなたのお披露目だもの、
勝って華麗にキメましょう！

モーリェ 海帝の神髄、教えてくれよう。

イオン ふむ……今回の発表会、
主役はモーリェです。

イオン ですがユーザーさん、
手を抜いたりしたらダメですよ。
それは相手に失礼です。

イオン 皇帝にまで上り詰めた強敵への
敬意を込めて、思いきり戦いましょう！
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話者 台詞 / ト書き
■イベント会場

アデリア うう……負けちゃった……。
ごめんね、モーリェ……
せっかくの晴れ舞台だったのに……

イオン アデリア、顔を上げてください。
今回もすばらしいステージでしたよ。

キョータロー ああ、イオンの言うとおりだな。
正直、元が脇役だって舐めてたけど、
むちゃくちゃ強いじゃんか、あいつ。

イオン まさに主役級の強さでした。
プラナ・カハーニーの表現は、
こういう面でも発揮されるのですね。

イムラン それにアデリアくん、周りの展示物を
傷つけないよう気にして戦ってただろ？

アデリア ……みんなに見せたくなかったんです。
展示品の生き物た達を傷つける
モーリェの姿なんて……。

イムラン 確かに、モーリェが暴れたら、
周りにある展示物のデータが
破損しちゃってたかもね。

イムラン と言っても、ARはAR。
実物が壊れるわけじゃないのに……。
まったく、キミは律儀だねぇ

イムラン でも、そのおかげでモーリェに
しっかりと箔が付いた。
「仲間を守る優しき王」って箔がね。

イムラン メディアも、そこをクローズアップして
宣伝してくれそうだし、
シャティル社的にも万々歳さ！

アデリア ほ、本当ですか？
モーリェが主役として輝く姿、
ちゃんと見てもらえるんですね！
//選択肢
Ａ　アデリアの頑張りが伝わった
Ｂ　きっちり仕事をしたんだね

選択肢Ａ アデリアの頑張りが伝わった

アデリア ワタシはいいんです。
でも、モーリェの魅力が伝わったなら、
それだけで……。

選択肢Ｂ きっちり仕事をしたんだね

アデリア こんなことになるなんて、
ワタシは予想してなかったです。
でも、よかった……！

選択肢合流

イオン 誰だって主役になれる……
アデリアはモーリェと一緒に、
そのことを証明したかったのですね。
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イオン とても素晴らしい考えです。
それもまた、
ひとつの英雄譚です。

キョータロー ああいうの、俺も好きだなー。
身体張った名もなきヒーローが、
みんなに認められる展開は燃える！

イオン アデリアたちの在りかた。
わたし達も参考にしましょうね、
ユーザーさん。

■シャティル社 －特別戦略室－

ミヤコ …………。

イムラン そんなに無言で睨まないでよー。
ちゃんと反省してるってば。

イムラン それに、ボクだって考えなしに
勝手なことしたわけじゃないんだ。

イムラン ほら、この国の人間ってさ、
今回みたいな展開が大好きだろ？
たしか、ゲコクジョーっていうんだっけ？

ミヤコ 言葉の用法が間違っています。

イムラン あれ？　そうだっけ。
まぁ、言いたいことは伝わったでしょ？

イムラン そういう部分を刺激してあげれば、
wiz-domの情報占有率も、
グーッと上がるんじゃないかと思って。

ミヤコ はぁ……そういうことにしておきます。
ですが、せめて私にも一言
相談してからですね……。
//SE：通知音

イムラン ……！

ミヤコ ……どうかしたんですか？

イムラン 急用ができた。
ちょっと席を外すよ。

ミヤコ いったい何が……？

■シャティル社 －研究室－

イムラン は、はは……ははははは！
やっぱりボクって天才だ！
情報占有率が目標値を突破した！

イムラン でも、ホントにこのタイミングで
生まれちゃうの！？

イムラン うわ、ちょっと待って待って！
こっちにも準備があるんだよー！
急いでマッチングを――
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？？？ わたしは……うまれた……。
わたしは……せかい……。

？？？ わたしは……
わたしは、だあれ？

イムラン 君はすべての物語を生む卵……
そう、キミの名前は――


